
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○確かな学力をつけるために、分かりや
すい授業づくりへの共通理解と共通実
践

○学び合い活動を通して、自分の考えを伝えたり、友
達の考えを理解したりして考えを広げ深めることがで
きる児童を80％以上
○授業づくりステップ１・２・３の「話し合う活動」と「授業
の振り返り」を意識し、ステップを向上することができる
教師を85％以上

・児童に学び合いの視点をもたせ、定期的に自
己の学びを振り返ることができるようにする。
・学び合いの共通理解を図り、考えを広げ、深め
る授業づくりを行う。 A

・学び合い活動に対する肯定的な回答をした児童は82％で
あった。今後も、児童に学び合いの視点をもたせた授業づくり
を行う。
・授業づくりステップ１・２・３の「話し合う活動（少人数）」と「授
業の振り返り」を意識し、維持・向上が見られた教師が100%で
あった。引き続き、定期的な振り返りを行い、授業力の向上に
努める。

A

・学び合い活動に対する肯定的な回答をした児童は91％で
あった。
・授業づくりステップ１・２・３の「話し合う活動（少人数）」と「授
業の振り返り」を意識し維持・向上が見られた教師が100%で
あった。後期より重点的に取り組んだ書く活動については、中
間評価時より2.5ポイント上昇した。

A

・授業づくりに熱心に取り組まれている様子が
アンケート結果から分かる。
・主体的な学びを生み出す授業づくりに向け
て取り組んでいくことが求められる。授業改善
を今後も進めてほしい。

かしこく部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○「自分や友達の頑張りやよさを認めたり、見つ
けたりすることができる」と回答した児童を８５％
以上
○「相手を思いやる言動ができ、協力することが
できる」と回答して児童が８０％以上

・自分や友達の行動や作品等の良いところ見付
けを教育活動の中で意図的に行うことで、認め
合う心を育てる。
・きらり広場、あいさつ運動、平和学習、人権週
間などを通して、思いやりや協力する心を育て
る。

A

・各学級での取り組みに加え、人権週間など
で、継続を図りたい。
・他の部と連携を図り、意識づけができてい
る。

A

・「自分や友達の頑張りやよさを認めたり、見つけたりすること
ができる」と回答した児童は、９６％だった。人権週間後の取
組の継続や児童からの「きらりみつけ」なども見られた。
・「相手を思いやる言動ができ、協力することができる」と回答
して児童が９９％であり、思いやりや協力することについて意
識の高まりが見られた。

A

・相手を思いやることができる子供たちが
99％。とてもうれしい。
・「きらり」見つけにより、日々、友達の頑張り
や良さから、児童自身も何らかの刺激を受け
ているのではないかと考える。

やさしく部

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防止等
のための取組、事案対処等）について組織的対
応ができていると回答した教員を９０％以上

・いじめの対応についての研修、会議、特別支
援・生徒指導連絡会を計画的に行う。
・「不登校対策支援シート」の活用と「心の元気
チェック」、年間２回の教育相談週間等を実施す
ることで教育相談体制の充実を図る。

A

・研修や会議、ケース会議、教育相談週間な
ど、計画的に実施できている。

A

・組織的対応ができていると回答した教員が９
０％であり、SCやSSWとの連携や研修を行う
ことができた。 A

・いじめは分かりづらいです。被害者加害者の意見を
しっかり聞くことが大事だと考えました。
・心が空だと、不登校になってしまう。心が満タンになる
ような、友達や楽しいことが学校にあるといいですね。
・いじめの早期発見に努め、発見した時に、素早く対処
されているように感じた。

やさしく部

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒８
５％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒８５％
以上

・キャリアパスポート等を活用し、自分の
成長や頑張りを振り返る学習活動を特
別活動の時間を中心に計画的に取り入
れる。
・児童への一日ひと褒めの実践や「きら
り広場」の活用によって、児童の意欲と
自己肯定感を高める。

A

・行事や学習の振り返りを着実に行い、キャリ
アパスポートにもつなげている。
・学校全体で児童のよさを見つけ、伝え合う場
が設定できている。 A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した児童生徒が９４％で、全
校や学級でのよさを見つける取組が、生かさ
れている。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした児童生徒が９０％で、目標
を立てて行事や学習に取り組んでいる様子が
見られた。

A

・子どもたちは、素直です。ほめられるとすごく
うれしいです。見ています。認めてもらえる
存在が大事だと思います。
・「お家の人は、あなたの良いところを認めてく
れていると思う」という質問を児童に対して
行ってみてはどうか。

やさしく部

●健康・体つくり

●「望ましい生活習慣の形成」

●「安全に関する資質・能力の育成」

○「自分の子供が起床・就寝時間を守ろ
うとしている。」と回答した保護者を８５％
以上

●児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る。

・毎週の清潔検査で自己の生活を振り
返ることができるようにする。
・保護者に対しては、「六角っ子がんば
ろう週間」を通して生活習慣の定着を働
きかける。清潔検査うや生活アンケート
の結果を伝えることで、課題等を共有
し、家庭との連携を図る。
・年6回の登校班チェックや事前事後の
指導を充実させる。

A

・保護者には、「六角っ子がんばろう週間」を
通して生活習慣の定着を働きかけた。その結
果、「自分の子どもが起床・就寝時間を守ろう
としている。」回答した保護者を８６％にするこ
とができた。今後も継続して家庭と連携を図っ
ていく。
・登下校や廊下歩行などで安全に気をつけて
行動することができた児童が９９％だった。し
かし、廊下歩行に関しては、意識をさらに高め
るように指導を続けたい。

A

・保護者には、「六角っ子がんばろう週間」を
通して生活習慣の定着を働きかけた。その結
果、「自分の子どもが起床・就寝時間を守ろう
としている。」と回答した保護者を９６％にする
ことができた。今後も継続して家庭と連携を
図っていく。
・登下校や廊下歩行などで安全に気をつけて
行動することができた児童が１００％だった。し
かし、廊下歩行に関しては、意識をさらに高め
るように指導を続けたい。

A

・現在、町づくり協議会でも月１回あいさつ運
動と交通指導を行っています。これからも引き
続き子どもたちを見守っていきたいと思う。
・アンケート結果を見ても、よくできているよう
だ。
・家庭教育が土台となると思うが、「六角っ子
がんばろう週間」により、意識付けができてい
ると思う。

たくましく部

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日の遵守とウェルビーイングな働き方
を意識し、協働を大切にする教師を目指す。
・放課後の時間が有効に活用できるよう、各種会
議等について開始終了時刻の徹底と短縮への
事前の働きかけを行う。

B

・職員の86％が、時間外在校等時間の上限を遵守する
ことができている。。
・開始時刻の厳守と会議資料の事前配付熟読を意識
し、終了時刻内に終わることができるように事前の働き
掛けを行う。

B

・職員の92％が、時間外在校等時間の上限を遵守することが
できている。中間評価の数値より、６％上昇した。
・開始時刻の厳守については、意識が低い様相がみられた。
職員連絡会や校長だより等で「時を守る」という意義や意識に
ついての言葉掛けや働き掛けも行ってきた。

B

・先生方のいろいろな御指導に感謝しています。
・教職員の皆さんの負担は増加していると思いま
すが、チーム担任制など新たな取組を採用され、
それを足掛かりに少しでも解消できればと思いま
す。

管理職

●特別支援教育の充実

◯特別支援教育についての全職員の共
通理解と共通実践

○特別支援教育に関する知識や実践力
が向上した教員を９０％以上

・特別支援に関する研修会の実施
・月１回の特別支援・生徒指導連絡会の実施に
より情報を共有する。
・ケース会議を適宜、状況に応じて開催すること
で職員間の連携を図る。

A

・講師招聘による研修会、特別支援・生徒指導協議会時のミ
ニ研修会等の実施により、100％の教員が向上を実感でき
た。
・西部教育事務所のバックアップや、白石町教育委員会、
SSW、SC等の協力も得た継続的にケース会議の実施により、
職員間の連携を図った支援体制を作ることができた。

A

・特別支援・生徒指導協議会およびミニ研修会、西部教育事
務所のバックアップを活かした提案等により、100％の教員が
向上を実感できた。
・西部教育事務所の継続的なバックアップ、SSWやSC等の協
力も得た継続的なケース会議の実施により、職員間の連携を
図った支援体制を作ることができた。

A
・研修会や生徒指導連絡会などで、共通理解
が図られ、実践に結びついているように思う。 特別支援教育C

特別支援学級担任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○主体的に学び共に伸び
る子どもの育成

○自己判断・決定・行動の機会の設定 ○「特別活動を通して、自己有用感を感
じている」と回答した児童を85％以上

・個々の良さを生かすためのグループ活動や縦
割り活動等を計画的に取り入れる。
・総合的な学習の時間や学級活動などと関連づ
け、児童の主体的な活動を促したり、場を設定し
たりする。

A
・掃除、遊び、花いっぱい活動、遠足など、
様々な活動で縦割りグループ活動を取り入
れ、活躍の場を作って賞賛している。 A

・「特別活動を通して、自己有用感を感じてい
る」と回答した児童が９２％で、縦割り活動を
中心に協力したり、支え合ったりする様子が
見られた。

A

・150周年楽しみです。歌もすごくよかったです。
・ありがとう集会でも学年の枠を越えた和やかな雰囲気が感じられた。
・150周年に向けた児童の取組は素晴らしいと思った。（歌、マスコッ
ト）
・縦割り活動を通して、児童は学んでいると思う。

やさしく部

○地域・家庭との共有・交
流・実践

○郷土愛を育む地域や人を活用した体
験活動の整理と充実

○「地域や社会をよくするために何をす
べきかかんがえることができる」と回答し
た児童を90％以上

・学校行事や教科、総合的な学習の時間等で地
域の教育材（人・もの・こと）を活用する。
・コミュニティ・スクールの推進と教育地域人材を
発掘するために地域づくり協議会との連携を図
る。

B
・全職員が総合的な学習の時間等で地域の教育材
（人・もの・こと）を活用することができている。
・第２回学校運営協議会での熟議により、地域人材発
掘方法の見通しがもてた。

B
・学校行事や総合的な学習の時間等で地域の教育材
（人・もの・こと）を活用することができた。
・コミュニティ・スクールの推進と教育地域人材を発掘す
るために地域づくり協議会との連携を図るために、学校
サポーターの募集を行うことができた。

A
・地域の人間として、少しでも学校に関わることができて
嬉しく思います。体力が続く限りは協力していきたい。
・コミュニティ・スクールを活用した「学校サポーター」の
募集は、良い提案だと思います。

管理職

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・校内研究を中心として、「学び合い活動」を授業の中に位置付け、効果的な方法を探ったところ、児童の肯定的な回答が、中間で81％、最終で91％と上昇した。今後も継続して取り組んでいきたい。
・「自分や友達の頑張りやよさを認めたり、見つけたりすることができる」と回答した児童が、昨年度より７％上昇し、96％となった。自他のよさを見つける活動を大切にするとともに、活動の振り返りを充実させた成果だと考える。
・学校創立１５０周年記念行事実行委員会等、児童の活躍の機会を大切にし、実践の場を補償するとともに、振り返り等に取り組ませたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・児童の「確かな学力」に関する評価は高く、特に「家庭学習への取組」については、前回よりも5ポイント以上向上していた。日常の学習指導だけでなく、「六角っ子がんばろう週間」の取組や、家庭の協力のたまものであると考える。ぜひ今後も継続していけるような働きかけが必要である。

・縦割り活動の取組等により、同じ学年クラスの友だちだけでなく、異学年の友だちの良さにも目を向けることができるようになってきている反面、「自分や友だちのがんばりやよさ認めたり、見つけたりすることができた」と回答している児童は８９％で1回目の９１％よりやや下がってはいる。今

後も、各学年や全校での児童の自己有用感、自己肯定感を高める取り組みを継続していくことが重要である。

２　学校教育目標
自ら学び、心豊かに成長し続ける児童の育成

～　きらり　チャレンジ　六角っ子　～

３　本年度の重点目標

①　主体的・対話的で深い学びの実現・・・よりよい方法を探ろう！

②　自己判断・決定・行動の機会の設定・・・安全に失敗する機会を増やそう！

③　地域・家庭との共有・交流・実践・・・今、できることをやってみよう！

学校名 白石町立六角小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


